
【SR-7 評価シート エビデンス総体】
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デバイス留置後の合併症(感染、

血栓、血管外漏出)
RCT/1 -1 0 -1 -1 -1 0 47 23 48.9 46 6 13 相対リスク 0.27 0.12–0.59

中

（B）
7

デバイス留置後の感染 RCT/1 -1 0 -1 -1 -1 0 47 11 23.4 46 2 4.3 相対リスク 0.18 0.04–0.79
中

（B）
7

デバイス留置後の血栓 RCT/1 -1 0 -1 -1 -1 0 47 12 25 46 4 8.7 相対リスク 0.34 0.12–0.98
中

（B）
7

デバイスfailure(閉塞、感染、抜

去など)
RCT/1 -1 0 -1 -1 -1 0 47 16 34 46 6 13 相対リスク 0.38 0.16–0.89

中

（B）
9

デバイスfailure=デバイ

ス抜去との認識
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がん薬物療法に伴う血管外漏出に関する合同ガイ

ドライン

＊バイアスリスク，非直接性

 各ドメインの評価は「高（－2）」，「中／疑い（－1）」，「低（0）」の3 段階。

 まとめは「高（－2）」，「中（－1）」，「低（0）」の3 段階でエビデンス総体に反映させる。

＊＊上昇要因

  各項目の評価は「高（＋2）」，「中（＋1）」，「低（0）」の3 段階。

  まとめは「高（＋2）」，「中（＋1）」，「低（0）の3 段階でエビデンス総体に反映させる。

アウトカムごとに別紙にまとめる。

がん患者

PICCの留置

CVの留置


